














































































































要テーマとなってない。まずディーフェンベーカ 自身 回顧録が 代表となろう。前任者の
11
カナダ首相は、なぜ関西学院大学と上智大学を訪問したのか？
サンローランと違って、ディーフェンベーカー自身は、三巻にのぼる回顧録を執筆している。回顧録にありがちな、自分の政策に対しては、 「事実関係を超えた自己弁護」も見られるが、日本に関しては記述 少 い。そ 数少ない記述の中でも、敢えて掲載されてい のが、一九六一年六月の池田隼人首相によるカナダ訪問時の様子である
。そこでは、ディナーをとりつつ、両首脳








































The Rogue Tory ） 』がある。この傑















































































池田に対して、ディーフェンベーカーは、加盟国の中には、日本を正式に認めることに反対している勢力がいると指摘しつつも、加首相自身は日本の「加盟申請に好 的な」立場をとると発言。日本の加盟によりＯＥＣＤ自体が強化されると、カナダはみなしていたからである ただし会談の最後で、日本加盟に関してカナダは好意的に考慮してくれている事実を、内閣官房長官声明して出してよいか、小坂善太郎外相がディーフェンベーカー 尋ねたところ、やんわりと断られた。カナダ首相によると、公式発表は「時期尚早」 あり、 ナダが「世間の注目なしに」秘密裡に行動 た方が、関係者全員にとってよいと応じている。日本側もこ 戦術 同意したようである。　
また、日加貿易がカナダ側の輸出超過になっていたことも日本側は問題視していた。会談では、
日本は北米との間に五億ドルの貿易赤字を抱え、それが東南アジア諸国との間の二億ドルの貿易黒字につながっていると、小坂外 が伝えた。その めに、 から多く クレームが来ており、それが政治的 も経済的にも望ましくな こと、さらに、カナダとの貿易赤字削減のために、既存の日本側の対加輸出自主規制、すなわち、対加輸出枠の削減を望んだ。カナダ側の答えは、両国が加盟している協定の枠内で、 「相互 利益のある貿易を秩序ある基礎 上にいっそう拡大する」との「再確認」を、コミュニケ 謳いつつも、個々 争点に関しては 閣議で議
16





























日付のブル駐日カナダ大使からのカナダ外務省宛て通達で、一〇月下旬に加首相が訪日することを池田首相も望んでいること、そして「日本が継続し 西側諸国の政策に同調することが極めて重要な時期」であり、 加関係強化に役立つと述べてい 。さ に 加首相訪日が少なく も五日間以上になることで、東京以外の場所を訪問し、地方の発展や歴史的建造物も見学されを、ブル大使は意見具申した。八月三〇日付けの 本からの通達によると、当時の小坂外務大臣が、具体的に京阪神への 問も含め、少なくとも六日間の対日滞在を望む招聘を行っている。ただし、在日期間を決めるのは、あくま もディーフェンベーカー本人で ことも 日本側は理解していた。実際、訪日 受諾する九月六 付けの打電文書では、スケジュールの関係で六日間の滞在は不可能であるし、ほかの閣僚は訪日一行には含まれないが、 ナダ マスメディア関係者は同行することが、明らかにされていた。　
訪日期間が、一〇月二六日羽田空港着で、三一日に羽田発と決まると、日曜日をどう過ごすか









を長とし、ミュアとマクロードが名を連ねた招聘委員会であった。興味深いことに 、この書簡で、わざわざディーフェンベーカー首相に対し 、礼拝式中に 新約聖書の「使徒言行録」十六行から三一行の「日課を読む」ことを依頼しており 実際 彼はそれに応え であった。　
この宗派を超えたプロテスタント礼拝式 、現役の内閣総理大臣を参加させるにあたり、かな
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22 そこでパウロは、アレオパゴスの評議所のまん中に立って言った。 「アテネの人たちよ あな
たがたは、あらゆる点において、すこぶる宗教心に富んでおられると、わ しは見ている。
 













27 こうして、人々が熱心に追い求めて捜 さえすれば、神を見いだせる うにして下さった。
事実、神はわれわれひとりびとりから遠く離れておいでになるのではない。
 
28 われわれは神のうちに生き、 動き、 存在しているからである。 あなたがたのある詩人たちも言っ
たように、 『われ も 確かにその子孫である』 。
 
29 このように、 われは神の子孫なのであるから、神た 者を、人間の技巧や空想で金や銀
や石などに彫り付けたものと同じと、見なすべきではない。
 







































































































































































人教授が圧倒的に多く、 ドイツ語の上智など いわれた」 こともあり、 現役のドイツ連邦共和国 （西ドイツ） 首相が、 すでに上智大学を訪問していたのであった。 西ドイツのコンラート・アデナウアー（K
onrad A
denauer ） 連邦首相が、 一九六〇年三月三一日に上智大学を訪問。上智は、 アデナウアー








































カナダという国の知識普及には 当時の基準でかなり貢献した 判断 き とりわけ、限られた日程と時間内に、関西学院大学と上智大学を公式訪問 は その後のカナダ研究発展の礎を築いた の評価も可能である。カナダ 百科事典が二校に贈られ が、それらを参照することだけでも、 に関する知識獲得に有用だからである。ただ 、最近 ディ フェンベーカー外交再評価の文脈では、日加 係やディーフェンベーカーの対日政策は、 「 ナダにとっての伝統的な英連邦のパートナーであるインドおよびパキスタン」ほど アジアにおける「主要接点（
principal contacts ） 」とはならなかったと、指摘されている
。確かにそのような面はあろう。


























a Face to Face, The M








































あるが、 日本カナダ学会などで通例化しているように、 本論では 「ディーフェンベーカー」 を用いる。
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文学部社会事業学科の歩み」と中野秀一郎、武田建「第一部社会学部の歩み、第五章改革の推進、六国際化の推進、 （二）外国人研究者による教育活動」関西学院大学社会学部三十年史編集委員会編『関西学院大学社会学部三十年史』 、特に、七一頁、二八一～二八二頁と『カナダ首相Ｊ・Ｇ・ディーフェンベーカー関係資料』 、関西学院百年史編纂事業委員会編『関西 院百年史
　
通史編








































anada, 1975), esp. 222-224. を参照せよ。なお、カナダの場合、自由党














































resent Situation of the C
anadian Study C
lub, ” 『かえで』第二号、 四二～四四頁をみよ。
（
37）以上の記述 『上智大學新聞』一九六一年一一月一 日、一頁と「ディーフェンベーカー カ
ナダ首相来学」 『かえで』第二号、四頁による。
（


























































特に四四、 四九、 八〇～八一、 二、 一四二、 二四二 三一二頁と経済 部五十年史編集委員会「 二部
　


































男）のインド訪問が挙げられる。妻と子どもたちの家族連れで、八日間インドに滞在 たカナダ首相は、インドの民族衣装を家族一同で来た写真が不評で、旅費が高すぎる上に、単なる家族慰安旅行のイメージを残した。さらには、過激派シーク教徒団体に属したことがあり 殺人未遂で起訴された人物を、ニューデリーのレセプショ に招待し、ジャスティンの妻や 系閣僚と写真を撮ったことも、問題視された。その結果、ジャスティン 支持率 第一野党 保守党と並ぶほど低下した。以上は、










anada, 2019), esp. 226-232. を参照せよ。
